
	

呼吸器外科 / 短頭種の犬・猫	

鼻孔拡大術	

	

対象	
短頭種の犬・猫	

手術時間	
20～40分	

入院	
日帰り～1泊	

麻酔	
全身麻酔	

	

■ どんな手術？	

短頭種の狭い鼻の穴（鼻孔狭窄）を外科的に拡げる手術です。短頭種気道症候群手術の一部として軟
口蓋切除術と同時に行うことが多いですが、単独でも実施できます。鼻の軟骨や皮膚を一部切除して
通り道を広げます。比較的短時間・低侵襲で、大きな呼吸改善が期待できます。症状が出る前の若齢
期に行うのが理想です。	

■ この手術が必要なとき	

・鼻の穴が著しく狭く閉じている短頭種	
・鼻での呼吸が苦しく、口呼吸が多い	
・短頭種気道症候群手術の一環として	
・若齢期の予防的な実施	

■ 手術の流れ	

① 全身麻酔をかけます（短頭種の気道確保に注意します）	
② 鼻の穴の外側の軟骨を、くさび状に一部切除します	
③ 縫合して鼻の穴を拡げます	
④ 左右の両側を行います	
⑤ 術後は酸素管理と覚醒時のモニタリングを行います	

■ 麻酔について	

全身麻酔で行います。手術前に血液検査などで全身状態を確認し、麻酔のリスクを評価したうえで実
施します。手術中はモニターで呼吸と循環を継続的に管理します。 短頭種は気道が狭く麻酔のリス
クが高いため、気道の確保と覚醒時の管理に特に注意して行います。	

■ 入院・退院の目安	

日帰り～1泊が目安です。エリザベスカラーを装着し、鼻をこすらないように管理します。	

■ 術後のケア	

・エリザベスカラーを 1～2週間装着します	
・鼻を触らせない・こすらないように管理します	
・2 週間は激しい運動を控えます	

■ 起こりうるリスク・合併症	

・出血	
・術後の腫れによる一時的な鼻づまり	
・感染	
・瘢痕（傷あと）の形成	



■ よくある質問	

Q. 効果はすぐに出ますか？	
A. 腫れが引く 1～2週後から呼吸の改善が実感できます。	
Q. 軟口蓋の手術も同時にしますか？	
A. 評価の結果、軟口蓋が長い場合は同時に行うことをお勧めします。	
Q. 何歳でもできますか？	
A. はい。ただし若いほど（6か月～）効果が高く、症状の進行を防げます。	

■ なつ動物病院での対応について	

なつ動物病院 気になることがあれば、予約外でもお気軽にご来院ください	
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